








































































































































































































































































































































































































































































































































要素の一つ」とされる。Kirzner, Israel M. (1987) p. 146
６）Leube, Kurt R. ed. (1995) などは典型例であろう。
７）Menger, Carl (1871) S. 173 -安井・八木訳（1999）p. 149  




10）alles dasjenige, was zur Befriedigung eines wahren menschlichen Bedürfnisses anerkannt brauchbar ist.
（Roscher, Wilhelm Georg Friedrich (1864) S. 1）この箇所がメンガー自身によって引用されている
（Menger, Carl (1871) p. 2 - 安井・八木訳（1999）p. 4、脚註最後）点は、Misesや Streisslerや Ikedaに
よって強調されている。Mises, Ludwig Edler von (1933) S. 161, Streissler, Erich W. (1990) - Caldwell,
Bruce J. ed. (1990) p. 43, Ikeda, Yukihiro (1995) p. 32.
11）Menger, Carl (1871) S. 10
12）Menger, Carl (1871) p. 17
13）『原理』の開幕章から生産財の評価の問題が扱われている点を的確に強調しているのは、ハチソンであ
った。Hutchison, Terence Wilmot (1953) p. 140





15）Böhm-Bawerk, Eugen von (1881) - Weiss, Franz Xaver ed. (1924) p. 19この点は、Stirlingでの学会席上、
シェフォルト教授から質問された点でもあった。なお、本稿で論じたメンガーの財論とベームのそれと
の相違および解釈について 2005年 11月にワシントンで開催される南アメリカ経済学会第 75回大会で
メンガー『国民経済学原理』の統一的解釈について 89
報告された。Tomo (2005) 11/
16）Menger, Karl ed. (1923) S. 11 -八木・中村・中島訳（1982）p. 2
17）Menger, Carl (1871) S. 3 - 安井・八木訳（1999）p. 5
18）以下の説明から明らかな通り、従来の邦訳「所有財」よりも文字通りの「財所有」のほうがより適切
ではないかと思われる。
19）Menger, Carl (1871) S. 30. - 安井・八木訳（1999）p. 27








は、ハイエクによって指摘されている。Hayek, Friedrich August von  - Hicks, J. R. and Weber, W. ed.
(1973) p. 8
24）Menger, Carl (1871) S. 51 - 安井・八木訳（1999）pp. 45 - 47









論における倫理的側面』（Schäffle, Albert Eberhard Friedrich (1862) S. 10）の中に登場し、メンガー自
身、その点に言及している（Menger, Carl (1871) S. 79）。また「客観的契機」という表現は、「それぞ
れの場合にどんな具体的な欲望の満足が一定財に対するわれわれの支配にかかっているか」という課題








Menger, Carl (1871) S. 4 - 安井・八木訳（1999）p. 6
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31）Menger, Carl (1871) S. 35 - 安井・八木訳（1999）p. 31メンガーはこれを人々の先慮の前提としての
「二重の認識」と呼ぶ。
32）Menger, Carl (1871) S. 46 - 安井・八木訳（1999）p. 41
33）そしてそれは「稀少性」概念でもあった。ハイエク（Hayek, Friedrich August von (1934) S. 14）やナイ






満足の意義の大きさ」（主観的契機）（Menger, Carl (1871) S. 88ff - 安井・八木訳（1999）pp. 77 - 82）
という節の中でなされている。
35）ミーゼスも、主観価値の基本問題を論じる際、メンガーの財４条件に言及し「第４条件はここで我々
の関心対象ではない」と述べ、主観的契機ではないという判断を下している。Mises, Ludwig Edler von
(1933) S. 161
36）Menger, Carl (1871) S. 11ff - 安井・八木訳（1999）p. 11f
37）Caldwell, Bruce J. (2004) p. 25
38）社会的平均労働時間という客観的要素を価値の源泉とする古典派の労働価値説に対して、効用あるい
は欲望とその満足という主観的要素を価値論の基礎に置く立場を第一番目の主観主義として整理したの







Stephen (1983) p. 39を参照せよ。ハイエクが 1945年論文以降このメンガーの主観主義を強調したのに
対して、ベームやヴィーザーなどはかならずしもそうでなかったという点は、シュトライスラーによっ
て指摘されている。Streissler, Erich W. (1972) - Black, Coats, and Goodwin ed. (1973) p. 167
41）Kirzner, Israel M. (1995 - 2000) p. 43ff
42）Menger, Carl (1871) S. 21 - 安井・八木訳（1999）p. 20 ff
43）Hayek, Friedrich August von (1945 - 1949) p. 91
44）Kirzner, Israel M. (1995 - 2000) p. 44
45）Menger, Carl (1871) S. 78 - 安井・八木訳（1999）p. 68
46）もちろん、シェフレがその後期の著作において非経済財に価値を帰することができない事実を取り上
げている点を指摘することをメンガーは忘れてはいない。Menger, Carl （1871） S. 79 - 安井・八木訳
（1999） p. 69.
47）Menger, Carl (1871) S. 78 - 安井・八木訳（1999）p. 68. ベームは、主観価値論の代表例としてこの定義
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54）Wieser, Friedrich Freiherr von (1884) S.128
55）Menger, Carl (1871) S. 96 - 安井・八木訳（1999）p. 83
56）不確実性がなく完全情報のもとで行動する経済人を目的関数を最大化する意志決定問題として扱い、
その均衡解として限界条件を導出する理論家を「限界主義者」と呼ぶならば、メンガーは限界主義者で
はなかった、と指摘したのはシュトライスラーであった。Streissler, Erich W. (1972) - Black, Coats, and
Goodwin ed. (1973) p. 160
57）Menger, Carl (1871) S. 98 ー安井・八木訳（1999）p. 85
58）Menger, Carl (1871) S. 98 ー安井・八木訳（1999）p. 86
59）Menger, Carl (1871) SS. 107 - 8 - 安井・八木訳（1999）p. 93




61）Oskar Klaus (1905), Emil Kauder (1953), (1965) p. 16
62）Spengler, Joseph J. (1955), Silverman, Paul (1990)
63）Menger, Carl (1871) S. 131 - 安井・八木訳（1999）p. 114
64）Menger, Carl (1871) S. 132 - 安井・八木訳（1999）p. 113
65）部分的には、拙稿 Tomo (1994) を参照せよ。また、「支配」概念に関してメンガーは実在論者であり、
ベームが唯名論者であったという解釈は、Tomo (2005) 6/において示された。
66）Menger, Carl (1871) S. 232 - 安井・八木訳（1999）pp. 199 - 200
67）Menger, Carl (1871) S. 85 - 安井・八木訳（1999）p.74
68）メンガーは、販売力を限定付ける４つの状況を説明している。
69）シュトライスラーは、これを商品の「流動性（liquidity）」と同一視している。Streissler, Erich W.
(1972) - Black, Coats, and Goodwin ed. (1973) p. 170。販売可能性が「客観的」であるといえるのは、
いうまでもなく、この概念が二人以上の存在を前提としているからである。
70）Menger, Carl (1871) S. 233 - 安井・八木訳（1999）p. 222
71）Menger, Carl (1871) S. 259 - 60-安井・八木訳（1999）pp. 226 - 7
72）Menger, Carl (1871) S. 233 - 安井・八木訳（1999）p. 222
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73）Negishi, Takashi (1994) p.176。この点については本稿査読にあたられた審査委員からの示唆を与えられ
た。
74）Adam Smith - Campbell, R. H. and Skinner, A. S. ed. (1981) p. 44
75）Jevons, William Stanley (1879-1965) p. 79
76）Menger, Carl (1871) S. 103: 「我々のロビンソン」という表現をメンガーは用いている。
77）メンガーは、この対比を「孤立した経済」「孤立した個人」「孤立した人間」と「より高度な文化状態」
といった様々な表現で言及している。Menger, Carl (1871) pp. 30, 31, 55, 64, 80, 102, 106, 155, 225。
78）Menger, Carl (1871) S. 213 - 安井・八木訳（1999）p. 185
79）メンガーが「欲望論」ではなく「財論」から『原理』を書き始めたことは、「支配関係」がその統一軸
であったという理解からすれば当然のことであり、この意味で、彼の死後息子によって出版された第二
版（Menger, Karl ed. (1923)）の編集方針に疑問を抱かざるを得ない。その開幕章は「欲望論」で始ま
っているからである。
80）Hayek, Friedrich August von (1973) - Hicks, J. R. and Weber, W. ed. (1973) p. 6
81）「メンガーは、自分の理論とは、主観的効用を考察することが経済価値の決定において一意かつ排他的
（unique and exclusive）な役割を果たしていることを論証しているのだ、と見ていた」という新ポウ
ルグレイブ経済学事典の説明もその代表的な例であろう。Kirzner, Israel M. (1987) p. 146.




83）Streissler, Erich W. (1990)。ロッシャーをはじめとするドイツ語圏経済学のメンガー『原理』への影響




内容は、1989年４月に開催されたメンガーコンファレンスの報告集（Caldwell, Bruce J. ed. (1990)）に
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— A proposal for its systematic understanding —
Shigeki TOMO
Abstract
This paper aims at presenting a systematic understanding of Carl Menger’s Grundsätze der
Volkswirtschaftslehre by illuminating the central role played by the concept of command
(“Verfügung”) not only in many fundamental concepts (goods, economic goods, value, marginal princi-
ple, capital, interest, and commodity etc.), but also in the connection between methodological-individu-
alist (the first 5 chapters) and spontaneous-order parts (the last 3 chapters) of Grundsätze. From the
new point of view with the command concept, partly based on several results from some studies in the
formative period of Grundsätze, the author reviews many interpretations by the Mengerian scholars
including Mises, Hayek, Kirzner and Streissler etc. Since the command relation between an economizing
individual and things is an objective moment, the result of this paper will question the orthodox inter-
pretation of Carl Menger as one of main representatives who introduce subjectivism into economics.
Keywords :  Carl Menger, the command relation, subjectivism, methodological individualism,
the spontaneous order
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